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オンライン天使祭

タキさんの店

2022 年 2月 28日現在、同窓生 10,828 人

﹁地の塩　世の光﹂

コロナ禍のなか、工夫を凝らして実施しました

先輩と後輩が心ひとつにお菓子作り いつもタキさんの店は大人気

大盛況だったオンライン天使祭

初めてのオンライン天使祭を企画
開催した実行委員会のみなさん
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天
使
学
園
と
藤
学
園
の
法
人
統
合
の

ニ
ュ
ー
ス
は
す
で
に
同
窓
会
の
皆
さ
ん
の
耳

に
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
詳
細

は
、
こ
の
た
び
の
『
ぷ
ら
た
な
す
』
に
添

付
さ
れ
た
資
料
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
で

す
の
で
、
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

と
は
言
っ
て
も
、「
天
使
愛
」
の
強
い
同

窓
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
の
身
が
切
ら

れ
る
よ
う
な
思
い
を
抱
く
と
し
て
も
当
然

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、

現
在
の
日
本
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
、
少
子
化
に
象

徴
さ
れ
る
私
立
大
学
の
経
営
基
盤
の
確

保
・
強
化
と
い
う
課
題
を
総
合
的
に
考
慮

し
て
の
「
法
人
統
合
」
で
す
。
天
使
大
学

も
、
天
使
大
学
同
窓
会
も
、
名
称
、
組
織

は
そ
の
ま
ま
存
続
し
ま
す
。

　

こ
の
統
合
へ
の
動
き
は
、
最
近
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
天
使
学
園
の
創

立
母
体
で
あ
る
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
修
道
会
自
体
が
本
学
園
か
ら
撤
退

す
る
頃
（
一
九
九
七
年
）
か
ら
考
え
て
い
た

こ
と
で
し
た
が
、
機
が
熟
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
修
道
会
を

指
導
す
る
立
場
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

札
幌
教
区
の
前
教
区
長
地
主
敏
夫
司
教
も

ま
た
統
合
を
促
し
て
来
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
修
道
会
が
撤
退
し
た
時
の

天
使
短
期
大
学
最
後
の
学
長
（
第
五
代
・

一
九
八
二
─
一
九
九
七
）
で
あ
っ
た
シ
ス

タ
ー
外
崎
陽
子
と
、
地
主
司
教
は
、
不
思

議
な
こ
と
に
、
昨
年
五
月
六
日
同
じ
日
に

帰
天
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
よ
れ
ば
、
死
は

終
わ
り
で
は
な
く
、
神
の
身
許
に
帰
る
こ

と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
な
く
な
ら
れ

た
人
々
と
こ
の
世
に
あ
る
人
々
と
は
、
見

え
な
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い

ま
す
の
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
先
人
の
シ
ス

タ
ー
方
と
こ
れ
ま
で
支
援
し
て
下
さ
っ
た

教
会
の
司
教
・
司
祭
（
神
父
）
方
も
、
こ

の
統
合
を
喜
ん
で
下
さ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

旧
約
聖
書
の
中
に
、「
神
の
な
さ
る
こ
と

は
、
す
べ
て
時
に
か
な
っ
て
美
し
い
。
神
は

ま
た
、
人
の
心
に
永
遠
へ
の
思
い
を
与
え

ら
れ
た
」（
コ
ヘ
レ
ト
の
書
三
・
十
一
）
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
時
間
の
中
に
生
き
て
い
て
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
も
、
で
き
れ
ば

そ
れ
が
神
様
の
計
画
に
か
な
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過

ぎ
去
る
時
間
の
中
に
あ
っ
て
、
人
生
は
時

間
の
中
で
滅
び
る
も
の
で
は
な
く
、
永
遠

の
世
界
へ
と
実
り
行
く
も
の
で
あ
る
こ
と

を
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
「
統
合
」
へ
の
時
の
歩
み

が
、
神
の
み
心
に
か
な
い
、
美
し
い
も
の
で

あ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
永
遠
の

実
り
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、

先
人
の
皆
さ
ん
と
、
同
窓
会
の
皆
さ
ん

に
、
祈
り
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

天
使
大
学
学
長

田
　
畑
　
邦
　
治

先
人
と
の
絆
の
な
か
で
　
　
　

　
　
　
─
─
─
天
使
大
学
の
時
間
と
永
遠
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同
窓
生
の
皆
様

　

日
頃
よ
り
天
使
大
学
同
窓
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　

会
長
就
任
後
の
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
拡
大
し

て
お
り
、
総
会
、
支
部
長
会
議
、
ク
ラ
ス

幹
事
会
な
ど
大
き
な
会
議
は
残
念
な
が
ら

中
止
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
会
は
中
止
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
支
部
長
会
議

は
時
期
を
変
更
し
、
ク
ラ
ス
幹
事
会
は
開

始
時
間
を
変
更
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
ク
ラ
ス
幹
事
、
支
部
長
・

連
絡
員
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
在
校
生
の
支
援
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
が
減
る
な
ど
経
済
的
に
厳
し
い
一
人
暮

ら
し
の
学
生
を
対
象
に
食
糧
支
援
を
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

手
洗
い
励
行
・
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
回
避

等
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
つ
つ
健
康
を
保

ち
な
が
ら
前
に
進
ん
で
行
か
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

《
支
部
活
動
の
強
化
・
拡
大
》

　

今
年
度
は
、
十
三
支
部
す
べ
て
に
お
い

て
支
部
集
会
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
、Zoom

会
議
を
行
っ
て
の

情
報
共
有
や
手
紙
に
て
会
員
の
近
況
状
況

の
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
く
な
ど
工
夫
を
し

て
お
り
ま
す
。

《
代
議
員
の
定
着
化
》

　

代
議
員
の
選
出
は
、
ク
ラ
ス
幹
事
の
中

か
ら
と
ク
ラ
ス
幹
事
か
ら
の
推
薦
も
加
わ

り
、
広
く
会
員
か
ら
代
議
員
の
選
出
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
五
期
の
代

議
員
で
は
、
大
学
卒
業
し
た
同
窓
生
か
ら

代
議
員
承
諾
が
六
名
得
ら
れ
、
現
在
代
議

員
の
総
数
は
三
十
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
定
員
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
さ
ら
に
大
学
卒
業
生
の
代
議
員
の

仲
間
が
増
え
、
活
気
あ
る
同
窓
会
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

《
会
則
・
細
則
の
整
備
》

　

同
窓
会
会
則
・
細
則
の
整
合
性
を
整
理

す
る
た
め
に
、
特
別
委
員
会
が
昨
年
度
と

今
年
度
合
わ
せ
て
五
回
の
会
議
と
二
回
の

打
ち
合
わ
せ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部

長
会
議
と
ク
ラ
ス
幹
事
会
に
お
い
て
資
料

を
も
と
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
特
別
委
員

会
で
検
討
し
、
二
〇
二
二
年
度
の
総
会
に

提
出
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
校
友
育
成
活
動
》

　

葦
の
会
の
旧
役
員
と
交
流
一
回
、
新
役

員
と
の
交
流
二
回
実
施
し
、
そ
の
う
ち
の

一
回
はZoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

と
対
面
に
よ
る
交
流
会
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
六
月
に
葦
の
会
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン

天
使
祭
の
視
聴
と
同
窓
会
会
長
賞
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
の
菓
子
研
究
サ
ー
ク
ル

D
olce

と
タ
キ
さ
ん
の
店
の
交
流
企
画
が
学

生
よ
り
提
案
が
あ
り
、
学
生
と
と
も
に
菓

子
三
種
類
の
作
成
過
程
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
動
画
配
信
す
る
と
い
う
形
で
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
中
止
を
し
て
お

り
ま
し
た
タ
キ
さ
ん
の
店
を
、
今
年
度
十

二
月
に
在
校
生
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き

一
回
限
り
で
し
た
が
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に
厳

し
い
一
人
暮
ら
し
の
学
生
百
五
十
五
名
を

対
象
に
食
糧
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
支
援

物
資
に
つ
い
て
は
、
葦
の
会
の
役
員
の
皆

さ
ま
よ
り
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

葦
の
会
役
員
と
の
交
流
も
年
数
を
重
ね

て
き
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
卒
業
生
の

ク
ラ
ス
幹
事
は
元
役
員
の
方
々
に
お
願
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
在
校
生
の
皆
さ
ま
に
同

窓
会
活
動
が
周
知
さ
れ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

《
そ
の
他
》

　

今
年
度
の
同
窓
会
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
急
き
ょ
中
止
・
変
更
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
や
実
施
さ
れ
た
内
容
に
つ
き
ま

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
と
在
校
生
の
皆
さ
ま

に
“
天
使
大
学
同
窓
会
活
動
”
を
周
知
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

役
員
一
同
、
こ
の
取
り
組
み
を
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
“
皆
さ

ま
と
と
も
に
”
歩
ん
で
参
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
会
長�
�

衛
生
看
護
学
科
二
十
六
回
生

嶌
　
田
　
美
穂
子

皆
さ
ま
と
と
も
に



第 57 号（4）2022年3月15日 ぷ ら た な す（同窓会だより）

会　　長

福祉部委員会
・ボランティア
活動（タキさ
んの店）
・バザー

事業部委員会
・奨学金

会　　員

監　　事

副会長 副会長

理　事　会常任理事会
（理事の中か
ら会長指名）

（5名）
会長
副会長（2名）
庶務担当理事
会計担当理事

①
庶務
担当理事

②
会計
担当理事

③
広報
担当理事

④
会員組織
担当理事

⑤
研修部
担当理事

⑥
福祉部
担当理事

⑦
事業部
担当理事

庶務委員会
・庶務
・会務
・大学行事支援

会計委員会
・会計業務

広報委員会
・ぷらたなす発
行

・HPの管理

会員組織委員会
・入会案内
・会員データー
管理

研修部委員会
・研修企画

委員および支援会員

天使大学同窓会組織図

天使大学同窓会役員名簿（2020年4月～2023年3月）
役　職 卒　期 氏　　名

1 会 長
（会員組織兼務） 看26 嶌田美穂子

2 副 会 長
（ 研 修 部 兼 任 ） 栄38 真井　睦子

3 庶務・福祉部兼任 栄24 池田由喜江

4 庶 務 看27
専12 中村　敦子

5 福 祉 部 栄39 石川　綾子

6 会 計 看26
専11 横山　和枝

役　職 卒　期 氏　　名
7 会 計 栄26 髙野　良子

8 広 報 大看3
院看H23度修了 吉田奈美江

9 広 報 専25 澤田　優美

10 会 員 組 織 専11 渡部美千代

11 監 事 栄28 本間　裕子

12 監 事 栄17 宮本八重子

2021 年度天使大学同窓会支部長および連絡担当者一覧
支部名 卒　期 氏　　名

関東支部 支部長 看24 内田　雅子

関西支部 連絡担当者 看25専10 吉岡　京子

北石狩支部 連絡担当者
看41専26 安藤　陽子

看26専12 池垣　和子

南石狩支部 支部長 栄31 関　　真澄

渡島桧山支部 支部長 栄10 鈴木みのり

十勝日高支部 支部長 専16 太田千鶴子

宗谷支部 支部長 栄10 倉　　洋子

釧路根室支部 支部長 栄22 新谷百合江

上川留萌支部 連絡担当者 看29専15 森髙　郁代

後志支部 支部長 厚20専6 川村紀美子

オホーツク支部 支部長 栄17 北中　順子

空知支部 連絡担当者 看22専7 竹田　伸子

胆振支部 連絡担当者 看23 山内　陽子

（2022.3.1現在）

上川・留萌支部
看護          
栄養          

空知支部
看護         
栄養         

北石狩支部
看護         
栄養         

南石狩支部
看護         
栄養         

後志支部
看護
栄養

渡島・桧山支部
看護
栄養

胆振支部
看護
栄養

宗谷支部
看護         
栄養         

関東支部
看護
栄養

関西支部
看護         
栄養         

オホーツク支部
看護         
栄養         

釧路・根室支部
看護         
栄養         

十勝・日高支部
看護 
栄養         

87名
207名

49名
139名

1,256名
1,948名

141名
270名

43名
67名

47名
136名

67名
151名

70名
158名

45名
65名

37名
88名

5名
13名

423名
585名

57名
61名

各支部の同窓生数
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2021 年度総会開催中止

2021年度クラス幹事会・支部長会議　開催しました

　新型コロナウイルス感染症の急激な拡大に伴い5月16日からは北海道にも緊急事態宣言が発令となりました。
感染者の増大する中、急遽今年度の総会を中止とさせていただきました。
　2022年度は、新型コロナウイルス感染が収束し、5月総会（大学新校舎にて開催予定）9月支部長会議、11月
クラス幹事会が開催されることを心より願っております。皆様のご健康をご祈念申し上げます。

� 天使大学　同窓会　　会長　嶌田美穂子

　コロナ感染症の拡大が落ち着く中、例年9月に行っていた支部長会議を延期して11月下旬にクラス幹事会の同
日開催としました。午前中はクラス幹事会、午後を支部長会議としました。2年ぶりのクラス幹事会と支部長会
議であり、多くの皆さんのご出席をいただくことができました。また、事業計画の報告と経緯の説明に対し、
活発なご意見やご要望をいただくことができました。

抱負と自己紹介
①抱負
②学生時代のニックネーム

③学生時代の思い出
④印象に残っている恩師
⑤最近ハマっていること

会計理事　髙野　良子
食物栄養学科　二十六期

①�「若い卒業生にも活動に参加していただけるような同窓
会」にと思っています。
②こやまちゃん
③�まじめで、心優しい友人たちに様々助けられたこと。そ
れは、現在に至っています。
④�在学中にはシスター中村、シスター藤本はじめたくさん
の方に育てていただきました。感謝。
⑤�「乗り鉄」ならぬ「乗りバス」。気候の良いときには、
路線バスを乗り継いで道北の自然を楽しんでいます。
乗客一人だけのことが多いです。

福祉部理事　石川　綾子
食物栄養学科　三十九期

①�先輩達に色々と教えて頂きながら、
少しでも役立てるように頑張りたいと
思います。友達にも同窓会につい
て、身近に感じてもらえるようにア
ピールしたいです。
②あや
③�天使喫茶（小さなテーブルと木の丸椅子）というコー
ナーで友達の誕生会を開いた事
④�シスター高木（とても穏やかな方で、キリスト教の信者
では無くても、このような考え方が有るのを知っている
のも良い事よと教えて頂いた）
⑤パン作り

感染対策をとりながら実施されたクラス幹事会 遠方からも参加していただけた支部長会議

よろしくお願いします　
　新同窓会役員紹介
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宗谷支部
　宗谷支部の皆様、2021年 9月中
旬、地図の地名の中にいられる同窓
生のお名前（姓のみ）をお伝えしま
したがいかがでしたでしょう。私を
含め23名の方が近隣に居られ、ま
た現役で働き、活躍されていることは嬉しいことでした。

支部長　倉　洋子：Tel　090-9432-8604

オホーツク支部
　皆様お元気でしょうか、コロナウィルスの感染が終息し
てからと考えていた活動も全く予定が立たない状況です。
こんな状況下でもしっかり食事をして一瞬でも笑顔で過ご
すことができます様に願っています。

支部長　北中順子：Tel　0157-23-4278

関東支部
　皆様　お変わりございませんか。会報「すずかけの樹」
第20号は届いていますでしょうか。まだ届いていない場
合は、お手数ですが内田の連絡先まで一報ください。

支部長　内田雅子：
Tel　090-3904-3474
mail　angel-choco-081028@ezweb.ne.jp

関西支部
支部長交代：2022年度より、
山本亮子さん（専攻科37期・大学院助産研究科2期）

胆振支部
　2022年に胆振支部の初めての懇親会を予定しています。
皆様の参加をお願いします。
　2020年に懇親会をする予定でしたが、コロナのため実施
できませんでした。コロナの流行が早くおさまって、皆様
にお会いできる日が来ることを願っています。

連絡担当者
山内陽子：Tel　090-7653-8015

北石狩支部
　北石狩支部では感
染が少し落ちつきま
したら、今後の支部
活動について、皆様
のご意見を伺う機会
を設けたいと考えて
います。よろしくお願いいたします。

連絡担当者
安藤陽子：Tel　090-3897-9532
池垣和子：Tel　090-2699-4875

十勝・日高支部
　来年度こそ、皆さんにお会いでき
るよう願っています。「同窓会」が
少しでも笑顔の広がる場になるよ
う、支部総会・懇親会・男の料理教
室・支部だよりの発行を「明るく楽
しく続けること」をモットーに進め
ていきたいと思います。引き続き皆様のご協力をよろし
くお願いいたします。

支部長　太田千鶴子：Tel　0155-33-0779

後志支部
　皆様お元気でしょうか。毎年
行っていました集まり（7月7日
七夕の会）コロナ禍で中止にしま
したが、2022年は実施できそう
ですね。楽しみです。

支部長　川村紀美子：Tel　090-7513-6384

各支部より皆様へ



2022年3月15日（7）第 57 号 ぷ ら た な す（同窓会だより）

11期：皆様お元気ですか。私達もとうとう八十路に入りました。
長生きしたものだなあとしみじみ思うこの頃です。これまでの長

い年月をそれぞれ悲喜交々に乗り越えてきましたけれど学生時代

の二年間を今更のように懐かしく思い出しています。これからの

一日一日を恙なく過ごせるように体調を整えてまいりましょう。

集まることもなかなか難しい時勢、年代ですが皆さまがいつまで

もお元気でいられることを祈っています。（古川淳子）

19期：コロナ禍の1年でしたが、お変わりなくお過しでしょうか。
毎年6月1日午前11時30分にセンチュリーロイヤルホテル札幌のロ

ビーに集まり、都合のつく方で会食などをして楽しいひと時を過

ごしております。是非お集まりください。（小田嶋政子）

21期：一昨年の同期会に出席し、楽しい時間を過すことができたの
で、これからもこの機会が長続きしたらとの思いでクラス幹事を

引き受けました。皆さんがそれぞれに抱えている体調の事や楽し

み方など同期だからこそ、うなずけることばかりで元気になれま

した。「元気でね！　またね！」と次回を楽しみにしていましたが

コロナ禍で何も発信することなく時が過ぎました。だからこそ状

況が落ち着きましたら、一人でも多くの方々と楽しい時間を過せ

たらと思っています。（石坂律子）

　皆様、お変わりありませんか。コロナ禍も少しは落ち着いてき

た様子ですがまだまだ安心できません。通院していても、薬を飲

んでいても、元気に生活させて頂いていることに感謝し、益々充

実した毎日を過ごしていきたいものです。「エンゼル会」でまたお

会いしましょう。（古川康子）

23期：昭和48年卒業23期生へ　思ってもいないコロナ禍で、皆一様
に生活が変わり、シニアの私達は家族の健康を守るのに精一杯で

したね。今年は古希を迎え100名全員出欠確認の上の同期会は今回

を最後とすることになりました。9月にはお知らせを出しますので

ふるってご参加下さい。その折には新しい形での集まりを相談し

たいと思っています。では、元気でお目にかかれる日を楽しみ

に！（岩崎雅子、中野良子、清水尚子）

か。コロナ禍のこの2年あまり緊張と不安の日々でした。今ワクチ

ン接種を終え、コロナ感染者数も減少傾向ですが、油断は禁物で

す。悲しいお知らせです。今年（2021）Sr女鹿　Sr外崎先生の訃

報がありました。Sr達の一生懸命で厳しくもやさしいご指導を懐

かしく、青春の一ページを思い出しております。人生100年時代、

心身の健康と豊かな孤独を友として生きていきたいものです。お

願いがあります。クラスメートの何か情報がありましたら、ご一

報を頂けると嬉しいです。クラス会の計画はありませんが、どう

ぞお元気にお過しください。（小原まり子）

11期：クラスの皆様お元気でいらっしゃいますか？　コロナウィ
ルス感染の影響でクラスの誰ともお会いできない日々が続いてお

ります。2022年はコロナの収束により皆様とお会いできる日を楽

しみにしております。心あたたかな明るい幸せな年でありますよ

うに祈りつつ（権丈勝子）

12期：みなさん　お変わりありませんか。私達は卒後61年経ちま
した。3年間の学び、寮生活でたくさんの幸せ、悩みも共有出来た

私達。昔の記憶をよみがえさせることは「ライフレビュー」と

いって、脳に良い刺激になり、脳はよろこびそして若返らせるそ

うです。認知症の治療にも活用されているとか。回顧することは

老いの良薬のようです。新校舎はりっぱになりました。天使時代

をたくさん思い出してください。どうぞお元気でお過ごしくださ

い。（坂本浩子、澤田園江）

13期：コビット19が世界を席巻して早2年。未だに流行が収まる様
子もなく生活に何かと差し障りが有る今日この頃ですがクラス

メートの皆様には健やかな日々をお過しのことと思います。感染

症が治まったら一度クラス会を開きましょうね。その日の来るの

を楽しみに待ちましょう！！（仙庭ミナ）

14期：皆様お変わりなくお過しでしょうか。今回は残念なお知らせ
があります。相沢代美子様が令和3年9月にお亡くなりになりまし

た。心からご冥福をお祈りいたします。さていつ迄続くやらの新

コロナとの生活を皆様はどの様に過ごしておりますか。いづれに

してもしばらくは共有、共生しながらの日々を送ることになりそ

うですね。くれぐれも御自愛の上、お元気でお過ごしください。

（石橋喜重子、若井貴久子）

18期：ルルド34の皆様お元気ですか？　北海道はとんでも無く暑い
夏でしたが何とか無事にやり過ごせて、秋風に感謝といったとこ

ろです。コロナの第5波、大雨災害と気持ちが苦しくなりますが、

いつかルルド34の旅をしましょうね。（船越邦子）

19期：コロナ禍でなかなかお会いすることができませんが、皆様お
変わりなくお過しでしょうか。9月に節ちゃん、10月に美奈子さん

が来札され渋谷さんもまじえてミニクラス会をしました。来札の

際はぜひご連絡下さい。今年は会えないまでも、皆様の近況報告

クラス幹事から、クラスメートへの一言メッセージ

栄養学科

厚生科・看護科

7期：卒業時10名の仲間は、連絡つく方が3名になってしまいまし
た。皆さん個性的な方々で楽しい仲間でしたネ。コロナコロナで2

年が過ぎようとしています。油断せず気をつけましょう。短信

は、今回で中止させて頂きます。連絡は個別にさせて頂きます。

お元気で。（小板幸子）

8期：ご無沙汰をしております。クラスの皆様お元気にお過しです
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できる方法を考えたいと思います。その節はご協力よろしくお願

い致します。（青山妙子、佐藤昇子）

23期：長いコロナ禍　単調な生活が続きますが、23回生の皆様お変
わりありませんか？　早く皆で会って美味しい物を食べながら、

楽しくおしゃべりして大笑いしたいものですね。コロナ収束後

は、遅ればせながらの古希のお祝いを盛大に開催致しますので乞

御期待。（山崎明子）

24期：本当に長い付き合いの新型コロナにはまいってしまうね　早
くクラス会を開きたいね。まっててね。たくさんで集まろう。（宮

原美恵、亀田和香美）3月31日で天使大学を退職します。

27期：みなさん、どうお過ごしですか？　2020年からクラス会がで
きなくなり残念です。ワクチン接種は皆さん終了していることと

思います。どうかお身体に気をつけてお過ごし下さい。そしてま

たいつか、お会いできる日を楽しみにしています。（小野友美）

30期：30回生の皆様お元気ですか？　クラス会もR3年9月→R4年9
月3日（土）1年延期しました。この頃にはコロナも少し落ち着い

ているといいですね！！　とにかく健康第一で自分の身はもちろ

ん大切な家族と周囲の人も元気で過ごせるように頑張りましょ

う。こんな中でも、好きな事や挑戦してみたいことをみつけて、

ワクワクして過ごせたらと思います。尚、転居、電話番号変更等

ありましたら幹事まで連絡頂けると幸いです。ではクラス会での

再会を楽しみにしています。（工藤久美子、竹内宣子）

31期：看護科31回生の皆様、前回のクラス会の時には想像もしな
かった世の中になってしまいましたが、元気にお過ごしでしょう

か。2022年はクラス会の年です。初めて十勝方面での開催予定。

それぞれお仕事やご家族ことなどで忙しいとは思いますが、笑顔

で再会できることを願っています。（三浦るみ子）

33期：もうすぐ3年になります。クラスメートの市川（旧姓、藤田）
明子さんの早すぎる訃報に驚き、悲しみ、彼女の偲ぶ会として、

定山渓温泉で初めての一泊のクラス会を開きました。道外からも

参加された方もいて、札幌駅から温泉に向う送迎バスの中から会

話が止まらず、恩師菅原道子先生にも宴席に駆けつけて頂き、市

川さんの思い出に涙しながら、一晩中話がつきませんでした。そ

してまた来年も集まろうと約束して皆さんとお別れしましたが、

その後、コロナ禍に襲われ、その約束は途絶えてしまいました。

そして再びクラスメートの訃報が突然に飛び込んで来ました。看

護協会の理事も務め、幅広くご活躍されていた岡島（旧姓上野）

さおりさんが、病に倒れ闘病の末、今年の8月6日に残念ながらご

逝去されました。前回クラス会で温泉に集まった時に作ったクラ

スのグループラインから、ほかのクラスメートへもつながって行

き、皆さんで岡島さんのご冥福を祈りました。今は早くこのコロ

ナ禍が終息し、再びクラス会で皆さんに会える日が来ることを

願っています。（小笠原敏恵）

38期：皆様　お元気ですか　3年前に天使LINEが出来、メンバーは
28名です。お知らせ、現状、時に思い出話など…繋がりを感じら

れます。参加できそうな方は　私か同期に声かけてくださいね。

（浅野丈子）

50期：長引くコロナ禍の中、皆さんお元気でしょうか。お仕事や育

児などお忙しい毎日かと思います。同窓会開催につきましては、

まだまだ先は見えませんがクラス幹事としては安心安全に開催で

きる日まで楽しみを温めているところです。またみんなで会える

日を楽しみにお元気でお体に気をつけてお過ごし下さいね。

（野々下雅代（福田）、稲川優子（越前谷））

53期：仕事や育児や何かと忙しくしながら、このコロナ禍。でも学
生のあの3年間を頑張れたので、きっと踏ん張ってることと思いま

す。病院で、施設で、地域で、家庭で…それぞれの場所で自分ら

しく走りましょう。皆さんと再会できる日を楽しみにしていま

す。いつか企画するぞー！（山田有希）

大学10期：先を見通しづらい状況ではありますが、ご自愛のほど心
よりお祈りしております。（渡邉藍菜）

助産12期：皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。昨年と同様コ
ロナ禍で師走を迎えましたが、今年は谷口さんの発案で“祈りの

輪”クラス会が行われたので、会えなくても心の絆が深まった感

じがしてうれしい日時でした。皆様に感謝です。敬老の日にお祝

いをいただく年齢になりましたが、お互い身体に気を付けて元気

に過ごしましょうね。（石津久美子）

専攻科5期：北大と天使に勤めて30年余り、天使病院を後にして16
年。世界に散らばった6人の孫たちの年齢をせっせと数えて忘れな

いようにと自分に言い聞かせています。（佐々木恵子）

専攻科25期：五十路を越えると、また学生の頃のようにおしゃべ
りしたくなる…。「女子会」私達のためにある言葉だなと図々しく

も思っています（笑）今年こそぜひ！！（和田直子）

専攻科28期：在校時から仲が良かったクラスと自負しています。
卒業後も2、3年に一度のクラス会を開催、尽きない話、つもる話

の楽しいひとときを過ごしてきました。クラス会はコロナ禍で一

昨年以降、しばしお休みしていますが、職場でのコロナ対策につ

いて情報交換（LINEで）したり、いまだ、チームワークの良さを

実現している私達です。コロナになど負けず、知恵と心をもち

よって、前を向いていきましょう！　LINEやクラス会にいまだ参

加されていない方。絶賛、参加募集しています！！（岩本佳奈）

専攻科29期：29期生の皆さん、卒業後25年以上が過ぎ、私達の通っ
た天使短期大学から今は大学となり、校舎も新しくなりました。

なかなか全員で会うことは叶わず今に至っております。50歳が過

ぎ、各地域でご活躍されている方が多いと思います。また、残念

ながらクラスメートの中には他界したとの悲報もうかがい月日が

経つことの速さにとても驚いています。卒業後30年となる、令和6

年にはクラス会ができたらいいなと思っています。コロナなど大

変な日々が続いておりますが、お身体ご自愛いただき、また逢え

る日を楽しみにしております。くれぐれも自身の体を大切にし、

無理なさらないようにお互い元気に次回逢いましょう。

（河崎和子）

助産・専攻科
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寶

單
光
章
」
に
浴
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
心
温
か
い
ご
指
導

ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
校
を
卒
業
し
、
故
郷
の
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
で
助
産
師
と
し
て
の
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
三
年
前
に
定
年
退
職
い
た
し

ま
し
た
「
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
札
幌
北
辰
病
院
」
ま
で
の
長
き
に
わ
た

り
、
臨
床
現
場
の
看
護
職
、
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
で
の
教
育
職
、
管
理
職
と
し
て
医
療
に
従

事
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
助
産
師
の
諸
先

輩
や
妊
産
褥
婦
の
皆
様
と
の
出
会
い
は
医
療
・

看
護
の
専
門
職
と
し
て
の
学
び
を
深
め
る
だ
け

で
は
な
く
、
人
と
し
の
成
長
を
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
栄
誉
を
心
に
き
ざ
み
ご
厚
情
に

お
応
え
す
る
よ
う
に
一
層
の
精
進
し
些
か
な
り

と
も
ご
芳
情
に
報
い
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
何

卒
か
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
報
告
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
し
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
ま
す
が
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
優
良
看
護
職
員
）

津
田
万
寿
美

看
護
科　

三
十
一
期　

専
攻
科　

十
六
期

 

受
賞
理
由
に
「
日
本
で
初
め
て
大
学
院
で
の
助

産
師
養
成
を
行
う
『
天
使
大
学
大
学
院
助
産
研

究
科
』
に
お
い
て
、
知
識
と
技
術
に
基
づ
く
実

践
能
力
を
重
視
し
た
教
育
に
努
め
、
社
会
で
求

め
ら
れ
る
役
割
に
応
え
ら
れ
る
助
産
師
の
育
成

に
尽
力
し
て
い
る
。」
と
あ
り
ま
し
た
。
天
使
が

培
っ
て
き
た
助
産
師
教
育
が
、
今
日
の
高
い
社

会
的
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
教
育
に
関
わ
ら
れ
た
学
内
外
の
多
く
の
助

産
師
を
代
表
し
て
の
受
賞
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
な
る
高
度
な
専
門
職
を
養
成
す
る

大
学
・
大
学
院
と
し
て
発
展
し
て
い
け
ま
す
よ

う
、
同
窓
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

活
躍
す
る
同
窓
生

質
問
一
：
卒
業
学
科
と
卒
業
期
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

助
産
研
究
科　

二
〇
一
七
年
三
月
修
了

質
問
二
：�

学
生
時
代
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
？

　

る
み

質
問
三
：�

天
使
大
学
在
学
中
の
想
い
出
は
？

　

国
際
助
産
学
の
実
習
で
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
に

行
っ
た
こ
と
で
す
。
実
際
に
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で

分
娩
介
助
を
経
験
で
き
た
こ
と
は
私
の
助
産
師

人
生
の
中
で
も
思
い
出
に
残
る
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
現
地
の
シ
ス
タ
ー
や
助
産
師
と

生
活
を
共
に
し
た
こ
と
で
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
文
化

や
価
値
観
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
習
中
は
、
日
本
と
は
違
う
医
療
の
現
実
を
目

の
当
た
り
に
し
、
辛
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
の
学
び
や
、
今
あ
る
資
源
で
最
大

限
の
ケ
ア
を
行
う
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

質
問
四
：
現
在
の
お
仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

産
婦
人
科
の
病
院
で
助
産
師
を
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
分
娩
件
数
は
千
六
百
件
ほ
ど
あ
り
、
多

忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
念

願
で
あ
っ
た
院
内
助
産
院
の
配
属
と
な
り
、
妊
娠

中
か
ら
分
娩
、
産
後
、
そ
の
後
の
育
児
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
等

学
校
へ
出
向

き
、
性
教
育

の
授
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
五
：�

お
仕
事
を
し
て
い
て
、
天
使
大
学
で
の
学

び
が
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
？

　

実
習
中
に
分
娩
介
助
件
数
が
十
件
以
上
確
保

で
き
る
こ
と
や
、
関
東
圏
で
の
助
産
院
実
習
は
、

臨
床
に
出
て
か
ら
も
分
娩
介
助
を
す
る
際
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

質
問
六
：
同
窓
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

感
染
症
の
流
行
な
ど
、
医
療
関
係
者
の
み
な

さ
ま
は
ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
が
続
き
ま
す

が
、
ど
う
か
お
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

質
問
七
：
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

助
産
研
究
科
で
の
学
習
は
心
身
と
も
に
大
変

な
状
況
が
多
い
で
す
が
、
二
年
の
期
間
が
あ
る

分
、
学
習
で
き
る
内
容
も
多
く
、
学
び
も
深
い

も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
だ
け
で

は
な
く
、
学
生
と
し
て
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご

せ
る
最
後
の
期
間
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
後
悔

の
な
い
よ
う
に
友
人
た
ち
と
沢
山
遊
ん
で
思
い
出

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
な
に

よ
り
自
分
の
心
の
健
康
を
第
一
に
、
自
分
を
大
切

に
、
強
く
、
た
く
ま
し
く
、
誰
よ
り
も
優
し
い
助

産
師
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

柴
野
　
留
美

大
学
院
助
産
研
究
科
　
十
二
回
生

　令和三年十一月二十日、北海道看護協会会館
で行われた表彰式後、北海道助産師会会長から
お祝いの花束をいただきました。

◀津田さん
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助
産
研
究
科
一
年
　
S
・
M
さ
ん

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
の
支
援
の
お
か

げ
で
、
学
業
に
専
念
す
る
事
が
で
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
天
使
大
学
で

の
学
び
や
実
習
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、
自
分
の
理
想
と
す
る
助
産
師
に

な
る
た
め
に
今
後
も
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

助
産
研
究
科
一
年
　
S
・
M
さ
ん

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
勉
学

の
た
め
に
必
要
な
教
科
書
等
を
揃
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
憧
れ
の
助

産
師
に
な
る
べ
く
、
今
後
も
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

看
護
学
科
四
年
　
A
・
Y
さ
ん

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
支
援
し
て
い

た
だ
き
、
学
業
に
専
念
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
て
看
護
師
の
勉
強
を
続
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、「
愛
を
と

お
し
て
真
理
へ
」
の
理
念
を
胸
に
、

立
派
な
看
護
師
を
目
指
し
ま
す
。

看
護
学
科
三
年
　
H
・
S
さ
ん

　

こ
の
度
は
、
貴
会
の
奨
学
生
に
ご

採
用
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
勉
学
に

励
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
理
想
の
看
護
師

に
な
る
た
め
に
日
々
精
進
し
ま
す
。

栄
養
学
科
二
年
　
M
・
A
さ
ん

　

こ
の
度
は
、
奨
学
生
に
採
用
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
支
援
の
お
か
げ
で
生
活
が
安

定
し
た
の
と
同
時
に
、
自
分
が
周
り

の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
よ
り
一
層
勉
学
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

栄
養
学
科
二
年
　
Y
・
Y
さ
ん

　

こ
の
度
は
奨
学
金
に
よ
る
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
将
来

立
派
な
管
理
栄
養
士
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
勉

学
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
学
科
二
年
　
T
・
N
さ
ん

　

奨
学
金
を
給
付
し
て
い
た
だ
き
、

学
業
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
自
分
が
理
想
と
す
る
看
護
師

像
に
近
づ
け
る
よ
う
、
今
後
も
学
業

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

奨
学
金
受
給
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
給
付
型
奨
学
金
制
度
が
、
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
事
業
目
的
の
一
つ
で
あ
る
“
在
校
生
へ
の
支
援
”
の
か
な
め

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

給
付
型
奨
学
金
制
度

　2021年10月14日に大学のDolceからタキさんの店と
の交流企画の依頼を受けて実施しました。同窓会福
祉部では、新型コロナウイルス流行の影響で丸2年間
活動が中止となっていました。新1、2年生にはタキ
さんの店の存在を知らない人が多く私達の活動や歴
史そして、魅力を伝える機会となり感謝していま
す。当日は部員5人、福祉部代表2人と楽しい時間を
過ごし、菓子作り（シフォン、マフィン、ブラウ
ニー）の様子、インタビュー場面の撮影をしまし
た。その後、在校生対象にオンライン（zoom）で紹
介していただきました。この企画を通して同窓会福
祉部のタキさんの店を理解していただき、今後の活
動の糧とし、次世代へと引き継いでいきたいと思っ
ています。� 同窓会福祉部理事　池田由喜江

Dolce（天使大学菓子研究サークル）と
タキさんの店、交流企画

　2021年12月19日、火曜日に約2年ぶりに「タキさんの
店」を開催することができました。コロナ禍の中で開
催を見合わせていましたが、学生からの声掛けに勇気
をもらい、福祉部部員に伝えたところ皆様から大賛
成、待っていた、嬉しいと、大喜びでした。当日は朝8
時から学生6人・部員14人の総勢20人で緊張の中ケーキ
焼きに参加し賑やかに楽しい時間を過ごせました。販
売時は長い行列ができ安堵の気持ちでいっぱいになり
ました。学生との対面での触れ合いは同窓という強い
絆で繋がっていると感じました。「タキさんの店」の歴
史を今一度思い起こし、今後もこの伝統を引き継いで
いきたいと思います。今年は6月の大学祭にケーキ販売
を目標にしています。どうか、参加ご希望の有志の皆
様は是非ご一報くださいませ。
� 同窓会福祉部理事　池田由喜江

　私たちは、1年生の頃に感じた同窓会の方々の温かい
雰囲気や「タキさんの店」の美味しいお菓子を、後輩
に伝えたいという思いでこの企画を考えました。企画
当日には、タキさんの店の歴史や学生時代のエピソー
ドなどを伺いました。中でも「先輩と後輩の絆を伝え
たい」という言葉が印象的で、人とのつながりの大切
さや、同窓会の先輩方と交流できる環境の有難さを感
じました。先輩方がつないでくださっている天使の歴
史を、私たちも受け継いでいきたいです。
� 栄養学科3年　小林愛夢菜

『Dolce とタキさんの店交流企画』
　私が大学に入学してから、コロナの影響で思うよう
に人と関わる活動が出来ず、何か物足りない毎日を過
ごしてきました。今年が終わってしまう、そんなとき
に「タキさんの店」を知りました。以前のタキさんの
店の様子や、楽しそうにお菓子を作っている同窓会の
みなさんと学生の姿を見て、私も一緒にやりたい！と
思い、参加させていただきました。当日は、同窓会の
方々と大学生活や今までのタキさんの店の活動のこと
など、沢山お話ができ、美味しいお菓子も焼けて大満
足の時間でした。� 栄養学科1年　髙橋茉莉

『タキさんの店のお手伝いを終えて』

タキさんの店開催
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　同窓会の会長、副会長、天使祭実行委員長、体育祭実行委員長、計5名、大学事務職1名が参加し交流会を2回
行った。1回目はZoom交流会で、オンライン天使祭についての感想と同窓会長賞の提供、食糧支援の要望など意
見を伺い今後の活動について交流を行った。
　2回目は対面で実施することができた。会長より同窓会活動内容、大学卒業生の同窓会参加状況、広報誌（ぷ
らたなす）についての説明があった。学生より同窓会の存在は知っていたが、活動内容は周知されていない。今
回、説明を聞いたことで活動内容が多少理解することができた。対面での交流会はお互いの表情が感じ取れて良
かった。葦の会と同窓会が交流しながら考えていきたいなど率直な意見が出された。

校友育成（葦の会交流会）

　初めての企画でしたが、コロナ禍で経済的に厳しい一人暮らしの学生を
対象に食糧支援を行いました。11月中旬までに希望する学生155名に支援す
ることができました。支援物資については、葦の会の役員の皆さまより意
見を頂きました。支援物資〈食糧品〉の内容は、・お米・パスタ・レトルト
食品・缶詰・乾燥スープ・菓子などでした。
　同窓会室で大きな袋に詰め、ぷらたなすも同封させていただきました。
同窓会の活動を少しでも知っていただけたかと思います。

　この度は、天使大学の学生に対し「食糧支援」をしていただき、ありがとうございました。新型コロナウイルス
感染症の流行の中、アルバイトの減少など、家計に影響を受ける中でのご支援は、大変うれしく、「おうち時間」を
有意義に過ごす一助となりました。また、食のありがたさや人のあたたかみを知る良い機会にもなりました。私た
ち学生を日々支えていただいている同窓会の皆さまに、学生を代表して深く感謝申しあげます。これからも、勉学
に励み、天使大学の伝統を継承していけるよう努力していきたいと思いますので、今後ともご支援のほどよろしく
お願いいたします。� 看護学科2年　田中椿姫

天使大学同窓会によるひとり暮らしの学生に対する食糧支援について

食のありがたさや人のあたたかみを知る機会となりました

天使祭実行委員長　浜上　紗由美
　2021年2月、葦の会では新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、天使祭を開催するかについての話し合いを行いま
した。「コロナになってから行事が何も出来なかった」「コロナを言い訳にして足を止めてはいけない」との思いから開
催することとした一方、天使祭で一人でもコロナの感染者を出してはいけないとの考えから今回は天使祭をオンライン開
催することに決定しました。1、2年生はそもそも天使大学で初の行事であり、例年の天使祭の流れも分からないという
ことから3年生の方々が様 な々場面で動いてくださいました。
　前例のないオンライン開催で何ができるのか、zoomでの会議を重ねました。対面での活動が制限される中で時には
考えていた企画ができなくなってしまうこともありましたが、事前動画の制作やリアルタイム配信企画の段取りの確認な
ど葦の会役員で精いっぱい準備をしてきました。当日は、多くの方々に天使祭を視聴していただくことができ、周囲から
「良かったよ」との感想をもらえた時は本当に嬉しかったです。今回の経験を次年度の天使祭に生かしていければと思
います。

初めてのオンライン天使祭開催について
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2020年度一般会計収支決算書　自　2020年4月1日　至　2021年3月31日
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 増 減 額 摘　　　　要

前年度繰越金 2,099,736 2,099,736 0 北洋銀行一般会計
普通預金、現金

1．会費収入

　①入会金 9,850,000 9,850,000 0 2020年3月卒業生
＠50,000×197名分

　②賛助金 900,000 1,002,000 102,000 ゆうちょ振替口座入金420人
現金8人　合計428人

2．雑収入
　①福祉委員会 250,000 0 ▲250,000
　②受取利息 100 57 ▲43 一般会計普通預金利息
　③寄付金 0 0 0
　④ストラップ販売 0 0 0
4．総会懇親会費 0 0 0

合　　　計 13,099,836 12,951,793 ▲148,043

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 差 引 額 摘　　　　要

1．一般管理支出
　①総会費 0 0 0 8/1　補正予算：奨学金積立事業へ繰入
　②会報誌発行費 2,000,000 1,160,426 839,574 「ぷらたなす」56号発行・発送費
　③クラス幹事通信助成費 80,000 30,606 49,394

　④同窓会入会式費 700,000 363,464 336,536 記念品（印鑑付ノックペン作成費、チョコレー
ト等）

　⑤会議費
　　・理事会費 200,000 80,940 119,060 会議費・交通費　5回開催
　　・常任理事会費 100,000 26,380 73,620 会議費・交通費　4回開催
　　・支部長会議費 200,000 0 200,000 開催中止
　　・クラス幹事・代議員会費 150,000 0 150,000 開催中止
　　・奨学生選考委員会費 20,000 0 20,000 事業委員会活動へ
　　・�役員候補推薦・選挙管理委

員会費 0 0 0

　　・その他会議費 200,000 55,042 144,958 定期外の開催会議費、交通費、葦の会交流会交
通費等

　⑥通信費 600,000 317,251 282,749 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費
幹事宛会員名簿返・送付レターパック（400枚）代

　⑦交通費 100,000 9,320 90,680 総会中止対応等交通費、その他
　⑧消耗備品費 480,000 442,234 37,766 事務用品・用紙等代、コピー機リース料、コピーカウント料
　⑨印刷費 100,000 228,140 ▲128,140 角2封筒増刷、振込票印刷
　⑩慶弔費 100,000 49,500 50,500 大学行事のスタンドフラワー代、
　⑪支払報酬費 1,000,000 765,465 234,535 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 99,660 340 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 120,000 92,221 27,779 HPサーバ更新・管理料（2020年度前払分）
　⑭雑費 14,836 1,650 13,186 残高証明書発行手数料
　⑮同窓会室使用料 300,000 300,000 0 同窓会室使用
2．各支部事業助成 1,000,000 627,308 372,692 関東・十勝・オホーツク・空知支部
3．各委員会活動支出
　①庶務委員会 50,000 4,093 45,907 活動打合せ費・交通費
　②会計委員会 20,000 10,419 9,581 活動打合せ費・交通費
　③広報委員会 20,000 5,122 14,878 活動打合せ費・交通費
　④会員組織委員会 20,000 15,184 4,816 活動打合せ費・交通費・USB購入費
　⑤研修委員会 5,000 0 5,000 活動打合せ費・交通費
　⑥福祉委員会 250,000 4,480 245,520 活動打合せ費・交通費
　⑦事業委員会 20,000 12,728 7,272 活動打合せ費・交通費
　⑧特別委員会 50,000 25,195 24,805
4．寄付金支出 500,000 500,000 0 令和2年7月豪雨災害義援金
5．学生活動助成金 600,000 38,930 561,070 学生ボランティア
6．積立金支出
　　・事業準備積立金 1,600,000 1,600,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・大学記念事業積立金 0 0 0
　　・奨学金積立金 1,500,000 1,500,000 0 北洋銀行奨学金事業部普通預金
7．未払金 100,000 150,000 ▲50,000 2014年入学1名、2015年入学1名、2016年入学1名
8．予備費 800,000 369,540 430,460 同窓会室引越（機器、光回線移転、棚購入等）

合　　　計 13,099,836 8,885,298 4,214,538

2021年度繰越金　　収入合計12,951,793円－支出合計8,885,298円＝4,066,495円
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一般会計財産目録　　2021年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産　一般会計
　　現金 100,665
　　預貯金
　　北洋銀行普通預金 3,965,830
　　郵貯銀行振替口座 808,450 4,874,945
　流動資産　事業積立金
　　北洋銀行事業準備積立定期預金 54,195,165
　　北洋銀行大学事業積立定期預金 2,000,255

56,195,420
　　　流動資産合計 61,070,365
　固定資産 0
負債の部
　流動負債 0
　固定負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 61,070,365
※事業準備積立金　預金利息　4,462円　含む

特別会計Ⅰ（奨学金）財産目録　2021年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産
　　預貯金
　　　北洋銀行普通預金 15,129,494
　　　流動資産合計 15,129,494
　　　　資産合計 15,129,494
負債の部
　流動負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産　 15,129,494

2020年度特別会計収支決算書
自2020年4月1日　至2021年3月31日

2021年度繰越金　　収入合計16,940,494円－支出合計1,811,000円＝15,129,494円

2020年度繰越金　　収入合計51,522,564円－支出合計10,050,000円＝41,472,564円

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要
前年度繰越金 15,215,362
奨学金事業繰入収入 1,500,000
貸与金返金 225,000 奨学金貸与者返金　2名
受取利息 132
合　　　計 16,940,494

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘要

前年度繰越金 40,970,727 北洋銀行普通・定期預金

入会金収入 10,550,000
2020年4月入学生
入会金　＠50,000
×211名

受取利息 1,837 北洋銀行前受金普通・定期預金
合　　　計 51,522,564

【支出の部】� （単位：円）
科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要

給付型奨学金
支出 1,811,000 給 付 者　 ＠100,000

×18名・送金手数料

合　　　計 1,811,000

【支出の部】� （単位：円）
科目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘要

2020年度
一般会計収入
繰入れ

9,850,000
2016年度入学生
（2020年3月卒業）
入会金　＠50,000
×197名分

退学者入会金
返金 200,000

2017年入学2名、
2018年入学1名、
2019年入学1名
＠50,000×4名分

合　　　計 10,050,000
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特別会計Ⅱ（前受金）財産目録　2021年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資　産　の　部
　流動資産
　　　北洋銀行普通預金 10,520,317
　　　流動資産合計 10,520,317
　固定資産
　　　北洋銀行定期預金 30,952,623
　　　固定資産合計 30,952,623

資　産　合　計 41,472,940
負　債　の　部
　負　　債 0

負　債　合　計 0
前受金（入会金）内訳
　①2017年度入学生（193人） 9,650,000
　②2018年度入学生（216人） 10,800,000
　③2019年度入学生（199人） 9,950,000
　　④2020年度入学生（211人） 10,550,000
　　前受金合計 40,950,000

正　味　財　産 41,472,940

2021年度特別会計予算（案）
自2021年4月1日　至2022年3月31日

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要
前年度繰越金 15,129,494
奨学金事業繰入収入 500,000
受取利息 150
合　　　計 15,629,644

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要
前年度繰越金 41,472,940

入会金収入 10,850,000
2021年4月入学生
入会金　＠50,000
×217名

受取利息 1,500
合　　　計 52,324,440

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要

奨学金給付支出 800,000 給付者＠100,000×8名　予定
合　　　計 800,000

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2021年度
一般会計収入
繰入れ

9,650,000
2017年度入学生
（2021年3月卒業）
入会金　＠50,000
×193名分

合　　　計 9,650,000

2021年度一般会計予算（案）
自2021年4月1日 至2022年3月31日

【収入の部】� （単位：円）
科　　　　　目 前年度予算額 2021年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　会費収入
　①入会金 9,850,000 9,650,000 ▲200,000 2021年3月卒業生　＠50,000×193名分
　②賛助金 900,000 900,000 0
2　雑収入
　①福祉委員会 250,000 100,000 ▲150,000 タキさんの店収益金
　②受取利息 100 100 0 一般会計普通預金利息
4　前年度繰越金 2,353,800 4,066,495 1,712,695 北洋銀行一般会計普通預金、現金

合　　　　計 13,353,900 14,716,595 1,362,695

第2号議案
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【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 前年度予算額 2021年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　一般管理支出
　①総会費 0 700,000 700,000 交通費・茶菓　他
　②会報誌発行費 2,000,000 2,000,000 0 「ぷらたなす」57号発行・発送費
　③クラス幹事通信助成費 80,000 80,000 0

　④同窓会入会式費 700,000 700,000 0 記念品（印鑑付ノックペン）作成費　入
会式お弁当代　ストラップ代

　⑤会議費
　　・理事会費 200,000 200,000 0 会議費・交通費
　　・常任理事会費 100,000 100,000 0 会議費・交通費
　　・支部長会議費 200,000 200,000 0 会議費・交通費
　　・クラス幹事・代議員会費 150,000 150,000 0 会議費・交通費
　　・役員候補推薦・選挙管理委員会費 0 0 0

　　・その他会議費 200,000 300,000 100,000 定期外の開催会議費・交通費、学生との
交流会等

　⑥通信費 600,000 600,000 0 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費、
幹事宛会員名簿送付レターパック代

　⑦交通費 100,000 100,000 0 支部会議等出席交通費等

　⑧消耗備品費 480,000 500,000 20,000 事務備品（PCリース）・事務用品・用紙等
購入費等

　⑨印刷費 100,000 100,000 0 会則印刷代、振込票印刷

　⑩慶弔費 100,000 100,000 0 大学行事のスタンドフラワー代、会員弔
電料等

　⑪支払報酬費 1,000,000 1,000,000 0 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 100,000 0 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 120,000 120,000 0 HPサーバ更新・管理料（次年度前払分）
　⑭雑費 14,836 21,595 6,759 残高証明書発行手数料・送金手数料
　⑮同窓会室等使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室
2　各支部事業助成 1,000,000 1,500,000 500,000 支部・ブロック活動等
3　各委員会活動支出
　①庶務委員会 50,000 30,000 ▲20,000 活動打合せ費・交通費
　②会計委員会 20,000 20,000 0 活動打合せ費・交通費
　③広報委員会 20,000 20,000 0 活動打合せ費・交通費
　④会員組織委員会 20,000 20,000 0 活動打合せ、USB購入費・交通費
　⑤研修委員会 5,000 5,000 0 活動打合せ費・交通費
　⑥福祉委員会 250,000 100,000 ▲150,000 活動打合せ費・交通費
　⑦事業委員会 20,000 50,000 30,000 活動打合せ費・交通費
　⑧特別委員会 50,000 50,000 0 活動打合せ費・交通費
4　寄付金支出
　　・災害義援金 500,000 500,000 0

5　学生活動助成金 600,000 800,000 200,000 学生ボランティア・校外活動助成、海外
研修助成金、体育祭時飲物代等

6　積立金支出
　　・事業準備積立金 1,600,000 3,000,000 1,400,000 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・奨学金積立金 1,500,000 500,000 ▲1,000,000 北洋銀行特別会計Ⅰ奨学金事業普通預金
7　未払金 100,000 150,000 50,000 退学者入会金返金予定
8　予備費 800,000 600,000 ▲200,000

合　　　　計 13,079,836 14,716,595 1,636,759

2021年度一般会計予算（案）
自2021年4月1日　至2022年3月31日

第2号議案
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ぷ
ら
た
な
す
第
五
十
七
号
の
発
行
に
あ

た
り
、
ご
多
忙
の
中
、
原
稿
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
同
窓
会
誌
発

行
も
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

感
染
防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
再
開
さ
れ
た
同
窓
会
活
動
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本
誌

が
同
窓
生
と
在
校
生
の
交
流
、
同
窓
生
の

交
流
の
場
と
な
る
よ
う
企
画
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
掲
載
の
希
望
や
ご
要
望

も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

広
報
担
当
：
澤
田
・
吉
田

同窓会総会のお知らせ2022
年度

会　場 	 天使大学 2号館3階講義室（2303）

	 札幌市東区北13条東3丁目1-30　

日　程 	 2022年5月14日（土）
	  9：30～	 受付
	 10：00～11：00	 代議員会議
	 11：00～12：00	 総会

連絡先 	 天使大学同窓会室　
	 TEL/FAX　011-712-1088
メール　tenshi_dousoukai@lilac.plala.or.jp

※ 感染状況により中止もありえますので、ホームページをご確認ください。

　

日
頃
よ
り
、
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
三

点
に
つ
い
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
．
賛
助
金

　

同
窓
会
は
、
新
会
員
か
ら
の
前
受
金
と
会

員
の
皆
様
の
賛
助
金
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
毎
年
「
ぷ
ら
た
な
す
」
に
振
込
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
振
込
の
際
は
、
卒
業
期
と
Ｉ
Ｄ

番
号
の
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今

後
の
活
動
と
し
て
、
同
窓
会
の
組
織
つ
く
り

や
学
生
活
動
へ
の
支
援
（
活
動
費
の
補
助
・

奨
学
金
）
な
ど
に
力
を
注
い
で
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
会
員
か
ら
の
賛

助
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
．
ク
ラ
ス
幹
事
名
簿

　

ク
ラ
ス
幹
事
名
簿
を
同
封
い
た
し
ま
し

た
。
連
絡
が
取
れ
な
い
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
が

多
く
、
同
窓
会
活
動
へ
支
障
を
き
た
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
★
の
方
は
連
絡
が
取
れ
て
い
ま

せ
ん
。
同
期
の
方
で
連
絡
が
つ
く
方
は
、
是

非
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

3
．
弔
電
費
の
負
担

　

同
窓
会
を
代
表
し
て
弔
電
を
打
つ
場
合

は
、
二
千
円
を
同
窓
会
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

弔
電
の
差
出
人
は
必
ず
「
天
使
大
学
同
窓
会
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

領
収
書
を
同
窓
会
会
計
宛
て
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
お
支
払
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様


